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「
新
し
い
生
活
様
式
」

の
実
践
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
て

　
香
川
県
内
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
無
症
状
や
軽
症
の
人

で
あ
っ
て
も
他
の
人
に
感
染
を
広
げ
る
例
が
あ

り
、
自
ら
を
感
染
か
ら
守
る
だ
け
で
な
く
、
周
囲

に
感
染
を
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
取
り
入
れ
て
、
ご
自
身

や
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
感
染
予
防
の
徹

底
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

新型コロナウイルス
感染症情報

「もしかして、新型コロナウイルス感染症の症状かも？」
と不安を感じたら、直接医療機関を受診するのではなく、

香川県新型コロナウイルス健康相談コールセンター

0570 － 087－ 550（専用ナビダイヤル）
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に連絡をしましょう

厚生労働省

香川県

新型コロナウイルス接触確認アプリ COCOA（ココア）

かがわコロナお知らせシステム

　COCOAは、新型コロナウイルス感染症の感染者と接触した可能性につ
いて、通知を受け取ることができるスマートフォンのアプリです。利用者
は陽性者と接触した可能性が分かることで、検査の受診など保健所のサポー
トを早く受けることができ、利用者が増えることで、感染拡大の防止につ
ながることが期待されます。

　かがわコロナお知らせシステムは、LINE アプリを活用し、利用者に訪問
する店舗やイベント等でQRコードを読み込んでもらうことで、その方の
訪問履歴を蓄積します。新型コロナウイルス感染者が発生した場合、感染
者が訪問した店舗やイベント等に同日訪問した方に対して、感染者との接
触の可能性をお知らせします。

厚生労働省ホームページ

香川県新型コロナ対策
パーソナルサポート
（LINEアプリ）
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「
お
と
な
の
発
達
障
害
」
っ
て
何
？

か
が
わ
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
サ
ン
デ
ー

　
～
受
け
よ
う
、
乳
が
ん
検
診
～

　
働
き
盛
り
世
代
の
女
性
に
が

ん
検
診
を
受
診
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
乳
が
ん
月
間
で
あ
る
10

月
の
休
日
等
に
協
力
医
療
機
関

に
お
い
て
、
か
が
わ
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
サ
ン
デ
ー
を
実
施
し
ま

す
。

　
日
頃
多
忙
で
平
日
の
検
診
が

難
し
い
方
は
、
小
豆
島
で
開
催

さ
れ
る
こ
の
機
会
に
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
今
年
度
は
検
診
車
で

乳
が
ん
検
診
と
子
宮
頸
が
ん
検

診
を
一
度
に
受
診
で
き
ま
す
。

12
月
に
予
定
し
て
い
る
休
日
検

診
よ
り
、
受
診
者
数
は
少
な
い

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

日
時　

　
10
月
18
日
㈰

①
9
時
30
分
～
11
時
30
分

②
13
時
～
14
時

場
所　
や
す
ら
ぎ
プ
ラ
ザ　

　
（
土
庄
町
立
中
央
図
書
館
横
）

定
員　

①
乳
が
ん　
　
　
18
人　

　
子
宮
頸
が
ん　
60
人

②
乳
が
ん　
　
　
9
人

　
子
宮
頸
が
ん　
30
人

　
発
達
障
害
と
は
、
複
数
の
こ

と
に
注
意
が
払
え
な
か
っ
た

り
、
説
明
さ
れ
た
こ
と
の
イ

メ
ー
ジ
が
う
ま
く
つ
く
れ
な
い

な
ど
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
つ

特
性
で
あ
り
、
本
人
の
性
格
や

保
護
者
の
し
つ
け
が
原
因
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
発
達
障
害
に
は
い
く
つ
か
の

種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
間

に
明
確
な
境
界
線
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
複
数
の
特
性
を
あ
わ
せ

持
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
大

切
な
の
は
、
特
性
を
知
り
、
生

活
に
も
た
ら
す
影
響
と
必
要
な

対
応
策
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と

で
す
。

こ
ん
な
こ
と
で
困
っ
て
い
ま
せ

ん
か

◦
ど
の
職
場
で
も
注
意
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
て
仕
事
が
続
か

な
い
。

◦
職
場
で
仕
事
の
話
は
で
き
る

が
日
常
会
話
が
苦
手
で
、
職

場
の
人
間
関
係
も
う
ま
く
い

か
な
い
。

◦
育
児
、
家
事
、
仕
事
を
要
領

よ
く
こ
な
す
こ
と
が
難
し

く
、
周
り
に
迷
惑
を
か
け
て

し
ま
う
。

対
象
者　

◦
乳
が
ん

　
町
内
に
住
民
票
の
あ
る
40
歳

　
以
上
の
女
性

◦
子
宮
頸
が
ん

　
町
内
に
住
民
票
の
あ
る
20
歳

　
以
上
の
女
性

料
金

◦
乳
が
ん

　
40
歳
代　
　

１
，７
０
０
円

　
50
歳
以
上　

１
，４
０
０
円

◦
子
宮
頸
が
ん
１
，３
０
０
円

申
し
込
み
方
法　
10
月
9
日
㈮

ま
で
に
（
公
財
）
香
川
県
総

合
健
診
協
会
（
☎
０
８
７
︱

８
８
１
︱
６
３
０
９
）
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

持
参
物　
申
し
込
み
後
に
送
付

す
る
が
ん
検
診
受
診
券
・
問

診
表
等

検
査
結
果　
後
日
郵
送
し
ま
す
。

「
要
精
密
検
査
」
の
方
は
、
必

ず
精
密
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
香
川
県
健
康
福
祉
総
務
課

☎
０
８
７
︱
８
３
２
︱
３
２
６
１

◦
健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

◦
高
校
は
卒
業
し
た
が
、
就
職

が
決
ま
ら
ず
、
ず
っ
と
家
に

い
る
。

◦
大
学
に
な
じ
め
ず
欠
席
が
続

い
て
い
る
た
め
、
留
年
が
心

配
だ
。

◦
家
族
に
相
談
せ
ず
に
衝
動
買

い
を
し
て
し
ま
い
、
家
族
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
。

お
と
な
の
発
達
障
害
相
談
会

　
香
川
県
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
「
ア
ル
プ
ス
か
が
わ
」

に
よ
る
お
と
な
の
発
達
障
害
に

関
す
る
個
別
相
談
会
を
行
い
ま

す
。
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
9
月
17
日
㈭

　
　
　
9
時
30
分
～
12
時

場
所　
小
豆
総
合
事
務
所
東
館

対
象
者　
18
歳
以
上
の
当
事
者
、

　
家
族
、
関
係
者
な
ど

相
談
員　
ア
ル
プ
ス
か
が
わ
相

談
員
、
相
談
支
援
事
業
所
職

員
、
町
職
員

相
談
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

夜間の急病やけがで
困った時は、まず救急電話相談

をご利用ください。
☆☆ 救急電話相談 ☆☆

小児向け：♯8000
一般向け：♯7899
受　　付：毎日19時～翌朝8時 特定健診・

がん検診等
香川県がん征圧イメージ
キャラクター「ソウキくん」



2020.９ 4

掲示板

小豆島町こまめ事業
～支え愛のある地域づくりを目指して～

問い合わせ先
　高齢者福祉課　☎82－7006

　小豆島町こまめ事業は、高齢者を中心に「いくつになっても誰もが自分らしく笑顔で生活を
送ることができ、幸齢者 ( 幸せに齢を重ねる人 ) となれるように、地域での支え愛の輪を広げて
いくため」の事業で、支え上手・支えられ上手を増やしていくものです。
　3原則は、【こまめな声かけ・こまめな見守り・こまめな連携】で、身近なところからできる
ことを始めていきます。
　今後、こまめ掲示板では、こまめ事業に関する活動を紹介していきます。

　国際アルツハイマー病協会が、9 月 21 日を「世界アルツハイマーデー」、9 月を「世界アルツハ
イマー月間」と定めています。また、香川県では平成27年度から毎年9月を「かがわ認知症予防月間」
と定め、認知症予防の知識の普及啓発に取り組んでいます。ぜひ、この機会に「誰もが認知症になっ
ても安心して暮らせる小豆島町」を目指して、認知症について考えてみましょう。

こまめ情報
〇読書の秋はこれで決まり！
　9 月 1 日㈫～ 29 日㈫まで、町立図書館「むとす館」で認知症に関す
る本のロビー展を開催します。子ども向けの絵本から認知症の知識本ま
で、さまざまな本を展示しています。小豆島町オリジナルブックの「こ
まめちゃんとこまめくんのにんちしょうのおはなし」もあります。
〇認知症サポーター養成講座
　認知症についての正しい知識や対応について学べる講座です。ステッ
プアップ講座も実施しています。興味のある方は、お問い合わせください。
〇オレンジ色は認知症応援カラー
　オレンジ色は、「認知症の方やその家族を温かく見守る」という意味の
認知症応援カラーです。こまめちゃんのリボンのように身近なものにオ
レンジ色を取り入れてみましょう。

こまめちゃんポイント
●オレンジ色のリボンはぬくもりをイメージしてるよ
●大きな口で元気に声掛けやあいさつができるよ
●大きな目でみんなの見守りをするよ
●大きく広げた手で、みんなと手を取りあい連携するよ

こまめちゃんは、小豆から生まれた女の子です。こまめ
事業の PR活動に日夜頑張っています。
実は恥ずかしがり屋なので、一緒に支え愛活動をしてく
れる仲間を増やしたいと思っています。一緒に支え愛の
輪を広げていきましょう。

PRキャラクターとして、「こまめちゃん」ができました

9月は「かがわ認知症予防月間」です

あずき

オリジナルブックを
ぜひ、読んでみてね！
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県
内
17
か
所
に
設
置
さ
れ
て

い
る
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
学

校
復
帰
や
社
会
的
自
立
を
支
援

す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
お
困
り
の
方
は
小
豆
地
区
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
若
竹
教
室
」

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
小
豆
島
町
立
図
書
館
「
む
と

す
館
」
に
若
竹
教
室
分
室
を
試

行
的
に
開
設 

　
小
豆
島
町
の
子
ど
も
た
ち
の

交
通
手
段
の
負
担
を
軽
く
し
、

十
分
な
支
援
を
行
う
た
め
に
、

小
豆
島
町
立
図
書
館
「
む
と
す

館
」
に
分
室
を
試
行
的
に
開
設

し
て
い
ま
す
。
入
級
の
申
し
込

み
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
電
話
・
来
所
・
訪
問
相
談

　

学
校
を
休
み
が
ち
・
い
じ

め
・
進
路
な
ど
教
育
に
つ
い
て

子
ど
も
や
保
護
者
か
ら
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
面

談
も
可
能
で
す
。

【
受
付
時
間
】

　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
８
時
30
分
～
17
時

●
親
の
会

　
学
校
を
休
み
が
ち
な
子
ど
も

を
も
つ
保
護
者
が
悩
み
や
子
ど

も
と
の
接
し
方
な
ど
に
つ
い
て

話
す
会
を
随
時
開
催
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

小
豆
地
区
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
「
若
竹
教
室
」

　
（
場
所
：
土
庄
中
学
校
東
側
）

☎
62
︱
６
２
０
０

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
へ
　

保
険
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　
被
保
険
者
が
、
病
気
や
け
が

に
よ
り
保
険
医
療
機
関
等
に

か
か
る
と
き
、
被
保
険
者
証
を

提
示
す
れ
ば
、
被
保
険
者
は
か

か
っ
た
医
療
費
の
自
己
負
担
額

を
窓
口
で
支
払
い
、
残
り
の
額

は
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
か
ら
保
険
医

療
機
関
等
に
支
払
い
ま
す
。

全
額
自
己
負
担
し
た
と
き

　
次
の
場
合
は
、
い
っ
た
ん
全

額
を
本
人
が
支
払
い
、
あ
と
か

ら
役
場
の
窓
口
へ
申
請
を
し
て

認
め
ら
れ
る
と
自
己
負
担
額
以

外
の
部
分
が
「
療
養
費
」
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

◦
や
む
を
得
ず
被
保
険
者
証
を

持
た
な
い
で
診
療
を
受
け
た

と
き

◦
海
外
渡
航
中
に
治
療
を
受
け

た
と
き
（
治
療
目
的
の
渡
航

は
除
く
）

◦
緊
急
の
手
術
や
重
病
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ

り
、
医
師
が
島
外
医
療
機
関

へ
の
転
院
が
必
要
と
認
め
た

場
合
、
フ
ェ
リ
ー
な
ど
の
公

共
交
通
を
使
っ
て
移
送
と

な
っ
た
と
き

◦
医
師
の
指
示
で
コ
ル
セ
ッ
ト

な
ど
の
治
療
用
装
具
を
作
っ

た
と
き

◦
医
師
の
同
意
を
得
て
、
あ
ん

ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
・

灸
の
施
術
を
受
け
た
と
き

柔
道
整
復
の
か
か
り
方

　
柔
道
整
復
（
接
骨
院
・
整
骨

院
）
と
は
、
骨
や
関
節
・
筋
肉

の
け
が
の
治
療
・
応
急
手
当
を

目
的
と
す
る
施
術
で
す
。

保
険
が
使
え
る
施
術

◦
打
撲
、
ね
ん
ざ

◦
挫
傷
（
肉
離
れ
な
ど
）

◦
骨
折
、
脱
臼

※
応
急
手
当
の
場
合
を
除
き
、

医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
。

全
額
自
己
負
担
に
な
る
施
術

◦
単
な
る
肩
こ
り
、
腰
痛
、
肉

体
疲
労

◦
特
に
け
が
は
な
い
が
、
気
持

ち
が
い
い
か
ら
受
け
る
も
の

◦
症
状
改
善
が
見
ら
れ
な
い
長

期
の
治
療　
　
　
　
　
な
ど

接
骨
院
・
整
骨
院
に
か
か
る
と

き
は

◦
負
傷
の
原
因
を
正
し
く
伝
え

て
施
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◦
治
療
が
長
引
く
場
合
は
、
一

度
医
師
の
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

◦
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
広
域
連
合

☎
０
８
７
︱
８
１
１
︱
１
８
６
６

小
豆
地
区
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
若
竹
教
室
」
で
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

療養費の給付
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小
豆
島
キ
ッ
チ
ン
で
は
、「
島

の
元
気
を
届
け
る
ギ
フ
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
引
き
続
き
、「
小

豆
島
出
身
の
学
生
に
ご
つ
げ
な

島
の
元
気
を
届
け
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
企
画
は
、
小
豆
島
出
身
の

学
生
の
皆
さ
ん
に
、
エ
ー
ル
と

し
て
「
島
食
材
」
を
贈
り
届
け

る
と
い
う
も
の
で
す
。
今
、
小

豆
島
か
ら
島
外
に
進
学
し
た
学

生
た
ち
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
学

校
に
も
ア
ル
バ
イ
ト
に
も
行
け

ず
、
ま
た
島
に
帰
省
す
る
こ
と

も
で
き
ず
に
、
大
変
苦
し
い
思

い
を
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
学

生
た
ち
に
、「
少
し
で
も
島
の
元

気
を
届
け
、
頑
張
っ
て
学
生
生

活
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う

島
の
先
輩
た
ち
の
温
か
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
商
品
の
購
入
費
用
や
配
送
料

な
ど
活
動
に
必
要
な
資
金
に
つ

い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
を
活
用
し
、
広
く
支
援
を

募
り
ま
し
た
。
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
の
お
か
げ
で
、
当
初
の

目
標
金
額
１
０
０
万
円
の
と
こ

ろ
、
な
ん
と
１
５
０
万
円
を
超

え
る
活
動
資
金
が
集
ま
り
ま
し

た
。
支
援
総
額
が
目
標
を
大
き

く
上
回
っ
た
こ
と
で
、
支
援
対

象
を
、
小
豆
島
町
奨
学
資
金
の

貸
付
を
受
け
て
い
る
学
生
に
加

え
、
土
庄
町
奨
学
資
金
の
貸
付

を
受
け
て
い
る
学
生
ま
で
広
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ギ
フ
ト
を
受
け
取
っ
た

学
生
の
皆
さ
ん
が
、
故
郷
の
味

で
元
気
を
出
し
て
、
勉
学
に
励

み
、
次
世
代
の
島
の
担
い
手
と

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

『
小
豆
島
出
身
の
学
生
に
ご
つ
げ
な

島
の
元
気
を
届
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

小
豆
島
キ
ッ
チ
ン
一
同

「
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
」

「
島
の
食
品
の
あ
れ
こ
れ
」
Vol.83

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

小豆島キッチンのメンバー
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のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

CKD（慢性腎臓病）を知っていますか
～腎臓にやさしい食生活～

日　時：9月 17日㈭　10時～ 11時
場　所：池田保健センター
対象者：町内在住者
内　容：保健師・管理栄養士による講話
　　　　（調理はありません）
準備物：筆記用具
定　員：12人	
申込期限：9月 10日㈭
申し込み・問い合わせ先：健康づくり福祉課　　
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 82− 7038

食の教室Ｋ’ｓキッチン

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30～ 14：30　健康教室（健康体操）
対象者　町内に住所を有する方
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

日　程 送　　迎　　地　　区
　９月10日 神浦・蒲野・吉野・二面・室生
　９月17日 福田・吉田・当浜・岩谷・橘・

安田・草壁・西村
　９月24日 田浦・堀越・古江・坂手・苗羽・

馬木・安田・草壁・西村
※急遽中止になることがあります。予めご了承ください。
※送迎は、電話で当日11時までにお申し込みください。
※帰りのバスは15時30分頃サン・オリーブを出発します。
※マスクの着用がない方は参加できません。
※発熱などで体調が優れない場合は、参加を見合わせてください。
申込先　健康づくり福祉課　☎82−7038

健 康 教 室 の ご 案 内

❖栄養価（1人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

38Kcal
4.0ｇ
0.3ｇ
6mg
1.7ｇ

今年度のテーマ　 ～ きのこを使った料理 ～

（小豆島町食生活改善推進協議会）元気もりもり健康食！

❖材　料（４人分）

❖作り方

えのき　　　　　400g
梅干し（大）　　　2個
かつおパック　　2袋

しょうゆ　　小さじ１
みりん　　　小さじ１
酒　　　　　大さじ 1

えのきは石づきを取って半分の長さに切り、さばいてお
く。
梅干しは種を取り、細かくたたく。
かつお、しょうゆ、みりん、②の梅を入れ、よく混ぜ合わ
せる。
フライパンにえのきを入れてさっと炒める。酒をまわし入
れ、ふたをして中火でしんなりするまで蒸し煮する。
④の中へ③を入れて混ぜ合わせ、ひと煮する。

①

②
③

④

⑤

えのきの梅煮

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

〈 

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
お
は
な
し 

〉

山
　
本
　
真
由
美
先
生

れ
れ
ば
早
期
に
治
療
が
で
き
る

た
め
、
20
歳
以
上
の
方
は
、
定

期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

が
関
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
子
宮
頸
が
ん

の
患
者
さ
ん
の
90
％
以
上
で
見

　
「
マ
ザ
ー
キ
ラ
ー
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
病
気
が
あ
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
子
育

て
世
代
で
あ
る
20
代
か
ら
40

代
で
罹り

か
ん患
率
が
高
く
、
年
間

３
０
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て
い

る
「
子
宮
頸
が
ん
」
と
い
う
病

気
で
す
。
こ
の
病
気
は
、
子
宮

頸
が
ん
検
診
で
早
期
に
発
見
さ

つ
か
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
が
長
期
に
感
染
す
る
こ

と
で
が
ん
に
な
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
の

予
防
と
し
て
、
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
が
あ
り
ま
す
。
定
期
接

種
な
の
で
、
小
学
校
6
年
生
か

ら
高
校
1
年
生
に
相
当
す
る
年

齢
の
女
の
子
が
、
自
治
体
の
費

用
負
担
で
接
種
で
き
ま
す
。（
こ

の
年
齢
を
超
え
て
も
、
費
用
自

己
負
担
の
任
意
接
種
が
可
能
で

す
。）
世
界
的
に
広
く
安
全
に
接

種
さ
れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
で
す

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
見
ら

れ
た
い
く
つ
か
の
症
状
が
特
異

的
な
副
反
応
で
あ
る
と
さ
れ
、

現
在
、
自
治
体
に
よ
る
積
極
的

な
勧
奨
は
中
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
慢
性
疼と

う
つ
う痛

な
ど
、
報
道
で
目
に
さ
れ
た
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

最
近
の
調
査
や
研
究
に
よ
り
、

そ
れ
ら
は
ワ
ク
チ
ン
そ
の
も
の

に
よ
る
固
有
の
症
状
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
安
全
性
や
有
効
性
に
つ

い
て
も
海
外
で
の
デ
ー
タ
が
集

積
さ
れ
、
ワ
ク
チ
ン
が
積
極
的

に
接
種
さ
れ
て
い
る
国
と
比
較

し
て
日
本
で
は
子
宮
頸
が
ん
の

発
生
が
多
い
こ
と
も
明
ら
か
に

小
豆
島
中
央
病
院
小
児
科

な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、

定
期
接
種
と
し
て
受
け
ら
れ
る

予
防
接
種
で
す
。
受
け
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
も
情
報
提
供
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
ま
ず
は
こ
の

ワ
ク
チ
ン
の
存
在
を
知
っ
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
子
宮
頸
が
ん

検
診
を
定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、お
母
さ
ん
た
ち
も
、

ご
自
身
の
健
康
の
た
め
に
、
検

診
に
行
く
時
間
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。
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『 

侘
び
寂
び
の
あ
る
人
生
を 

』

砂
丘
俳
画　
鳥
葉
会

木
　
下
　
鳥
　
葉

　
私
自
身
、
砂
丘
俳
画
に
入
門

し
て
45
年
に
な
り
、
俳
画
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
町

の
文
化
協
会
に
参
加
し
て
15
年

目
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
主
に
オ
リ
ー
ブ
ナ
ビ

小
豆
島
の
オ
リ
ー
ブ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
展
、
郵
便
局
で
の
ロ
ビ
ー

展
、
文
化
協
会
作
品
展
な
ど
で

作
品
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
俳
画
と
は
「
俳
味
」「
俳
趣
」

の
画
で
、
簡
略
化
さ
れ
た
画
に

俳
句
の
「
賛
」
を
入
れ
た
も
の

で
す
。
う
ま
す
ぎ
て
は
面
白
く

な
い
と
い
う
「
童
心
」、
頓
着

せ
ず
に
描
く
「
初
心
」、
描
き

す
ぎ
な
い
「
余
白
の
美
」
を
良

し
と
す
る
、
墨
の
濃
淡
を
旨あ

じ

と

し
た
日
本
画
で
あ
り
、「
侘
び

寂
び
」
を
表
現
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
日
本
人
独
特
の
伝

統
的
な
誰
も
が
心
の
奥
に
持
っ

て
い
る
感
覚
で
、
理
屈
で
な
く

自
然
か
ら
教
わ
る
感
情
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
筆
法
、
技

法
を
学
び
、
作
品
を
仕
上
げ
る

う
ち
に
自
然
に
身
に
つ
い
て
い

き
ま
す
。
絵
が
上
手
い
・
下
手

は
関
係
な
く
、「
品
格
」
が
大

事
な
の
で
す
。

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
色
々
な
習

い
事
を
し
て
き
た
中
で
俳
画
を

選
び
、
人
生
の
支
え
と
し
て
学

び
歩
み
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
俳
画
を
通
し
て

「
わ
び
さ
び
」
を
味
わ
い
ま
せ

ん
か
。

問
い
合
わ
せ
先　

　
砂
丘
俳
画　
鳥
葉
会

☎
82
︱
１
３
５
２

戸
別
受
信
機
の
使
用

に
関
す
る
お
願
い

令
和
2
年
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

【
国
勢
調
査
は
、
令
和
2
年
10

月
1
日
現
在
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
全
て
の
人
お
よ
び
世
帯
が

対
象
で
す
】

　
9
月
中
旬
か
ら
国
勢
調
査
員

が
町
内
の
各
世
帯
を
訪
問
し
て

調
査
書
類
を
配
布
し
ま
す
。
9

月
14
日
㈪
か
ら
10
月
7
日
㈬
ま

で
に
、
で
き
る
限
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。（
郵
送
で
の
回
答
も
可

能
で
す
。）

　
調
査
員
に
よ
る
回
収
を
希
望

す
る
場
合
は
、
調
査
員
ま
た
は

企
画
財
政
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
10
月
7
日
㈬
ま
で
に

回
答
が
確
認
で
き
な
い
場
合

は
、
調
査
員
が
回
答
の
お
願
い

に
伺
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
で
き
る
限
り
、
皆

さ
ん
と
調
査
員
が
対
面
し
な
い

方
法
で
調
査
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
調
査
結
果
は
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
】

　
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
各
種

法
令
に
基
づ
く
地
方
交
付
税
の

算
定
基
準
、
福
祉
政
策
、
雇
用

対
策
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、

各
種
行
政
の
基
礎
資
料
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

●
企
画
財
政
課☎

82
︱
７
０
０
０

●
国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
設
置
期
間

　
9
月
7
日
㈪
～
10
月
31
日
㈯

　
開
設
時
間　
8
時
～
21
時

◦
☎
０
５
７
０
︱
０
７
︱
２
０
２
０

（
Ｉ
Ｐ
電
話
）

◦
☎
０
３
︱
６
６
３
６
︱
９
６
０
７

～
回
答
は
か
ん
た
ん
で
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
～

　
戸
別
受
信
機
は
、
台
風
・
地

震
な
ど
の
非
常
時
の
情
報
伝

達
や
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
を

お
伝
え
す
る
た
め
に
、
住
民
の

皆
さ
ん
へ
貸
出
し
て
い
ま
す
。

通
常
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続

し
て
使
用
し
ま
す
が
、
停
電
時

に
も
使
用
で
き
る
よ
う
電
池
が

入
っ
て
い
ま
す
の
で
、
定
期
的

に
電
池
交
換
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
引
っ
越
し
な
ど
で
不

要
に
な
っ
た
場
合
は
、
不
燃
ご

み
と
し
て
処
分
せ
ず
、
必
ず
総

務
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
返
却
方
法
や
電
池
交
換
が
分

か
ら
な
い
場
合
、
放
送
が
聞
こ

え
に
く
い
な
ど
、
ご
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課　

☎
82
︱
７
０
０
１

オ
リ
ー
ブ
の
薫
り

文化協会
だより

Vol.5

オ
リ
ー
ブ
の
薫
り

オ
リ
ー
ブ
の
薫
り

電池交換は、前面のふたを
取り外して行ってください。

俳画教室の様子

詳細は、「国勢調査 2020 総合サイト」
をご覧ください。
（https://www.kokusei2020.go.jp/）
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　今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。
展　示　期　間 ・ 時　間 展　示　内　容

９月１日㈫～14日㈪　9時～17時 小豆島町句会　俳句展
９月16日㈬～27日㈰　9時～17時 夢島寿の会　絵手紙作品展

オリーブギャラリー９月の展示（オリーブナビ小豆島 2階）

　
建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設

現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　
建
設
現
場
で
働
く
方
で
あ
れ

ば
、
職
種
や
国
籍
、
日
給
・
月

給
に
関
係
な
く
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
加
入
で
き
る
事
業
主

　
建
設
業
を
営
む
方

●
対
象
と
な
る
労
働
者

　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

●
掛
金

　
日
額
３
１
０
円

問
い
合
わ
せ
先

　
建
退
共
香
川
県
支
部

☎
０
８
７
︱
８
５
１
︱
７
９
１
９

小豆島馬
あ し び

醉木会

建
退
共
制
度
を

ご
存
知
で
す
かブ

ロ
ッ
ク
の
塀
撤
去
し
て
梅
雨
晴
間
コ
ロ
ナ
忘
れ
て
す
が
し
き
ひ
と
日　
　
　
藤
本
た
だ
し
げ

廃
校
の
記
念
の
展
示
古
時
計
思
ひ
思
ひ
の
時
間
に
止
ま
る　
　
　
　
　
　
　
　
伝
宝
千
鶴
子

梅
雨
空
の
庭
木
の
蔭
に
遊
ぶ
子
に
距
離
を
置
き
つ
つ
親
猫
の
鳴
く　
　
　
　
　
八
木　
勝
子

千
枚
田
に
穫
れ
た
て
ご
飯
光
り
ゐ
て
ひ
と
り
の
食
卓
何
か
足
り
な
い　
　
　
　
八
木　
慶
子

た
ま
さ
か
に
特
選
欄
に
わ
が
う
た
を
取
り
上
げ
く
れ
し
に
告
ぐ
る
人
無
し　
　
立
住
喜
代
子

椰
子
の
実
は
歌
に
も
な
る
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
流
れ
つ
い
て
も
迷
惑
ば
か
り　
藤
井　
哲
夫

聞
き
慣
れ
ぬ
小
鳥
の
鳴
き
声
聞
く
あ
し
た
さ
ぬ
き
富
士
近
し
子
の
家
に
来
て　
柴
田　
令
子

遠
き
日
の
い
く
さ
の
記
憶
枇
杷
の
蔭
に
Ｂ
29
覗
き
恐
か
り
し
こ
と　
　
　
　
　
三
好　
昭
子

自
粛
解
け
早
く
も
旅
の
推
進
と
賛
否
こ
も
ご
も
梅
雨
深
き
か
な　
　
　
　
　
　
大
倉
真
智
子

与
へ
ら
る
る
餌
を
横
目
に
母
猿
の
乳
房
求
む
る
子
猿
愛
ら
し　
　
　
　
　
　
　
丹
生　
裕
子

い
つ
い
か
に
せ
し
か
手
足
の
花
の
痣
な
か
な
か
消
え
ず
小
暑
過
ぎ
て
も　
　
　
や
ぎ
あ
き
ら

蜩
や
オ
リ
ー
ブ
畑
を
移
り
来
て　
　
　
　
　
壺
井　
久
子

冷
奴
産
直
の
胡
麻
香
り
よ
し　
　
　
　
　
　
中
村　
佳
子

美
し
き
稲
の
穂
波
の
朝
日
か
な　
　
　
　
　
木
下　
由
美

読
み
聞
か
す
子
ら
車
座
に
涼
し
か
り　
　
　
岡
本
八
重
子

や
す
ら
ぎ
の
時
こ
ま
や
か
に
京
う
ち
は　
　
安
藤
マ
チ
子

新
刊
書
届
く
夜
の
卓
秋
涼
し　
　
　
　
　
　
岡
本　
静
子

ス
パ
イ
ク
を
結
び
直
し
て
雲
の
峰　
　
　
　
森
岡
の
ぼ
る

秋
立
つ
や
空
高
く
し
て
屋
島
見
え　
　
　
　
浜
本　
晶
子

　15５日㈯　
６日㈰　
12日㈯　
13日㈰　
19日㈯　
20日㈰　

孟子を読む会
にこにこおはなし会
古文書を読む会
おはなしひとみ会
源氏物語を読む会
読書会（内容：「熱源」　川越	宗一著）

一　　　般
幼・児　童
一　　　般
小 学 生
一　　　般
一　　　般

10：00～ 12：00
14：00～ 14：30
10：00～ 12：00
14：00～ 14：30
10：00～ 12：00
14：00～ 16：00

大人向け　「かがわ認知症予防月間」展・「小豆島出身タカラジェンヌ　郁いりや　デビュー記念特集」展		９月29日㈫まで
子供向け　「おじいちゃん・おばあちゃんの本」展　９月29日㈫まで

※休憩時間に換気を行います。また、入口にアルコール消毒液を置いていますので、ご
　利用ください。

町内の各公民館に図書室や図書コーナーがあるのをご存知ですか。
子どもの本から大人の本まで置いてある公民館や新刊本を置いてある公民館もあります。
２か月に１度、図書館から本の配達もしています。（安田・草壁・西村除く）
なかなか図書館まで行くことができない、ちょっと図書館までが遠いという方、ぜひ、
お近くの公民館の図書室や図書コーナーもご利用ください。

行 事 名 日　　　　　　時 対　象

広報文芸
小豆島短歌会
七月例会　詠草

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名
風を結う
オフマイク
君に読ませたいミステリがあるんだ
女だてら
コロナ黙示録
鼠異聞　上・下
そこにはいない男たちについて
陽眠る
図書館の子
希望の峰マカルー西壁
百年と一日
食王
オールドタイムズ
万能鑑定士Ｑの事件簿　０
あなたとオムライス
Ｓが泣いた日
一人称単数
夢をかなえるゾウ　４
欲が出ました
道をひらく空海の言葉
好日絵巻
学校に行きたくない君へ　続
まるごとわかる！認知症
鎌田實医師が実践している認知症にならない29の習慣
キヨミさんのシニアの庭あそびアイデア
おこもり太り解消読本
絶品おかずはめんつゆで
もちぷるレシピ　

あさの　あつこ
今 野 　 敏
東 川 篤 哉
諸 田 玲 子
海 堂 　 尊
佐 伯 泰 英
井 上 荒 野
上 田 秀 人
佐々木　　　譲
笹 本 稜 平
柴 崎 友 香
楡 　 周 平
本 城 雅 人
松 岡 圭 祐
山　口　恵以子
伊　兼　源太郎
村 上 春 樹
水 野 敬 也
ヨシタケ　シンスケ
近 藤 堯 寛
森 下 典 子
全国不登校新聞社
羽 生 春 夫
鎌 田 　 實
長 澤 淨 美
枻 出 版 社
市 瀬 悦 子
柳　瀬　久美子

（幼児向き）
ねぐせのしくみ
ぼくんちのおふろ
タコとイカはどうちがう？
スマホをひろったにわとりは
きりばあちゃんのともだち
ますくちゃんでばんです
（児童向き）
ガリガリ君ができるまで
グルメ小学生恋の羽根つきギョーザ
今日から俺は！！劇場版
消えた落とし物箱
かしたつもり×もらったつもり
はくねつ！モンスターバトル
（ティーンズ向き）
保健室経由、かねやま本館。
原稿用紙1枚の物語

今月のロビー展

公民館への巡回本について

９月の行事予定
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空
き
地
・
空
き
家
の

火
災
を
予
防
す
る
た
め
に

　
空
き
家
の
適
切
な
管
理
や
活

用
方
法
、
相
続
す
る
際
の
注
意

点
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
講

師
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
7
日
㈬

　
　
　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　
香
川
県
庁
東
館
2
階　

　
　
　
香
川
県
庁
ホ
ー
ル

定
員　
１
５
０
人

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

　
小
豆
島
町
役
場
本
館
3
階　

　
大
会
議
室

定
員　
30
人

※
中
讃
、
東
讃
、
西
讃
地
域
に

も
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
設
置
し

ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

内
容　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
家
・
空

地
管
理
セ
ン
タ
ー
の
講
師
に

よ
る
講
演
会
、
質
疑
応
答
、

県
職
員
に
よ
る
支
援
制
度
の

紹
介
な
ど

講
演
会
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
家
・
空
地
管

理
セ
ン
タ
ー　
代
表
理
事

　
上
田　
真
一	

氏

講
師
経
歴　
２
０
１
３
年
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人	

空
家･

空
地
管
理

セ
ン
タ
ー
を
設
立
。
全
国
で

空
き
家
等
の
適
正
管
理
や
利

活
用
に
取
り
組
み
、
東
村
山

市
空
家
等
対
策
協
議
会
副
会

長
な
ど
複
数
の
自
治
体
で
空

き
家
対
策
に
関
す
る
協
議
会

委
員
も
務
め
る
。

参
加
費　
無
料

申
し
込
み
方
法　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー

ル
で
、住
所
、氏
名
、連
絡
先
、

参
加
会
場
、
質
問
事
項
を
記

入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
期
限　
9
月
23
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
７
６
０
︱
８
５
７
０	

　
高
松
市
番
町
4
︱
1
︱
10

　
香
川
県
土
木
部
住
宅
課

☎
０
８
７
︱
８
３
２
︱
３
５
８
３

　
０
８
７
︱
８
０
６
︱
０
２
４
７

　
　

jutaku@
pref.kaga

　
　

w
a.lg.jp

　
小
豆
地
区
消
防
本
部
で
は
、

９
月
９
日
の
「
救
急
の
日
」
に

ち
な
ん
で
住
民
の
方
が
自
由
に

参
加
で
き
る
「
救
命
講
習
会
」

を
例
年
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
伴
い
今
年
度
は

中
止
と
し
ま
す
。

　
突
然
の
事
故
や
病
気
で
起
こ

る
心
肺
停
止
は
、
人
命
に
関
わ

る
た
め
、
迅
速
で
適
切
な
対
応

が
要
求
さ
れ
ま
す
。
呼
吸
や
心

臓
が
止
ま
っ
た
ま
ま
の
状
態
で

救
急
車
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

心
肺
蘇
生
法
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、

迷
わ
ず
に
適
切
な
手
当
て
が
で

き
る
よ
う
基
礎
知
識
と
手
順
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

内
容　

◦
心
肺
蘇
生
法
の
手
順

　
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
５
）

◦
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
施
設
一
覧

◦
熱
中
症
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

◦
正
し
い
救
急
車
の
利
用
方
法

◦
香
川
県
救
急
電
話
相
談　

◦
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ

　
（
愛
称
「
Ｑ
助
」）　　
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　
　

　
小
豆
地
区
消
防
本
部
救
急
係

☎
62
︱
２
２
２
０

　
皆
さ
ん
が
所
有
・
管
理
さ
れ

て
い
る
空
き
地
、
空
き
家
を
火

災
か
ら
守
る
た
め
、
適
正
な
管

理
で
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

空
き
地
の
管
理

①
枯
れ
草
は
、
定
期
的
に
刈
り

取
り
、
適
切
に
処
理
し
ま

し
ょ
う
。

②
燃
え
や
す
い
も
の
は
、
置
か

な
い
（
放
置
し
な
い
）
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

③
フ
ェ
ン
ス
等
で
周
囲
を
囲
み

ま
し
ょ
う
。

空
き
家
の
管
理

①
み
だ
り
に
人
が
出
入
り
で
き

な
い
よ
う
に
施
錠
し
ま
し
ょ

う
。

②
燃
え
や
す
い
も
の
を
周
囲
に

置
か
な
い
（
放
置
し
な
い
）

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
ガ
ス
、
電
気
は
確
実
に
遮
断

し
、
危
険
物
（
灯
油
等
）
は

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
地
区
消
防
本
部

☎
62
︱
２
２
２
０

空
き
家
を
考
え
よ
う
～
手
遅
れ
に
な
る
前
に
～

小豆地区消防本部
ホームページ

令
和
2
年
度
空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
開
催

FAX

身
に
つ
け
よ
う
救
命
・
応
急
手
当

～
見
つ
け
よ
う
！
自
分
に
で
き
る
こ
と
！
～

　自殺の背景にある多重債
務、労働、離婚などさまざま
な問題について、弁護士が面
接と電話で適切なアドバイス
を行う相談会を開催します。
日時　9月 10日㈭　10時～ 13時
面接相談

場所　香川県弁護士会館
相談料　無料
※事前にお申し込みくださ
い。なお、新型コロナウイル
ス感染症の影響により中止す
る場合があります。
電話相談
　☎ 087− 802− 5228
　（相談日のみ開設）
申し込み・問い合わせ先
　香川県弁護士会事務局
　☎ 087− 822− 3693

自殺予防週間における
全国一斉

「暮らしとこころの相談会」
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（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
自
治
会
館

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
の

整
備
な
ど
に
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

や
ぐ
ら
の
整
備

　
入
部
自
治
会
が
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
例
年
実
施
し

て
い
る
夏
祭
り
に
使
用
す
る
や

　
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」

は
、
皆
さ
ん
の
心
に
残
っ
て
い

る
思
い
出
の
場
所
や
風
景
に
関

す
る
お
手
紙
を
も
と
に
、
俳
優

の
火
野
正
平
さ
ん
が
地
元
の
方

と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
自
転
車
で

旅
を
続
け
る
番
組
で
す
。

県
内
が
舞
台
の
番
組
放
送
予
定

　
12
月
7
日
㈪
～
11
日
㈮

応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

性
別
、
年
齢
、
思
い
出
の
場

所
・
風
景
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

記
入
の
上
、は
が
き
・
封
書
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
番
組
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（「
こ
こ
ろ
旅
」
で
検

索
）か
ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
「
子
ど
も
が
無
断
で
親
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
っ
て
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
課
金
し
、
高

額
な
請
求
が
届
い
た
」、「
無
料

だ
と
思
っ
て
い
た
ゲ
ー
ム
の
ア

イ
テ
ム
が
、
実
際
に
は
有
料
だ
っ

た
」
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
周
囲
の
大
人
は
、

ゲ
ー
ム
の
課
金
の
仕
組
み
や
支

払
い
方
法
な
ど
を
確
認
し
、
日

頃
か
ら
親
子
で
ゲ
ー
ム
の
利
用

ル
ー
ル
を
よ
く
話
し
合
っ
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
以
前
、
端
末
に
入
力
し
た
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
が
、
登

録
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
登
録
や
設

定
の
状
況
な
ど
を
確
認
し
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
キ
ャ
リ
ア

決
済
の
暗
証
番
号
な
ど
の
管
理

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
時
は
一
人
で
悩
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
電
話
番
号

◦
香
川
県
小
豆
県
民
セ
ン
タ
ー

☎
62
︱
２
２
６
９

◦
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

ぐ
ら
な
ど
を
宝
く
じ
の
助
成
金

に
よ
り
整
備
し
ま
し
た
。

応
募
締
め
切
り

　
10
月
19
日
㈪
必
着

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
１
５
０
︱
８
０
０
１　

　
「
こ
こ
ろ
旅
」
係
（
住
所
不
要
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◦
☎
０
５
７
０
︱
０
６
６
︱
０
６
６

　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

◦
☎
０
５
０
︱
３
７
８
６
︱
５
０
０
０

　
　
０
３
︱
３
４
６
５
︱
１
３
２
７

子
ど
も
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
で
高
額
な
請
求

に
ご
注
意

　先月に続いて「喰
ほお じ ろ

代伸之さん
Part ２」です。今回は国際交流支
援員として取り組まれる内容につ
いてのお話です。
　「１つ目は、外国人住民へのサ

ポート体制の確立です。町内には 150人余りの
外国の方がお住まいですが、今後企業訪問等を
進めながら、外国の方がどのような情報・サー
ビスを求めているかを調査します。必要に応じ、
生活相談会や日本語教室を開催するなど、外国
の方にとって住みやすい環境づくりにゼロから
挑戦します。
　２つ目は、観光資源の発掘です。インバウン
ドが復活するまで、まだまだ時間がかかりそう
ですが、その間、外国人を惹きつける資源の発
掘を行います。私は学生時代に世界中を旅しま
したが、小豆島は世界のどこにも引けを取らな

いと思います。有名観光地でなくとも、何気な
い海や山、小さな集落の雰囲気でさえ、外国人
の心を捉える魅力があります。ディープな魅力
を世界に発信し、新たな観光ニーズを開拓して
いきます。
　多文化共生社会の実現は簡単ではありません
が、10～ 20年後の未来を見据え、今からでき
る土台作りをコツコツと進めていきます。ご要
望などありましたら商工観光課までお寄せくだ
さい。」
　喰代さんをはじめ、小豆島に魅せられて島に
移住した地域おこし協力隊の皆さんが、島に新
しい風を吹かせてくれそうで、わくわくします
ね。ぜひ私たちも一緒に島の未来を築いていき
ましょう。　　
Enjoy	speaking	English!
小豆島町国際交流アドバイザー　森川光与

宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」
お
手
紙
募
集

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

～グローバルな風は小豆島から～～グローバルな風は小豆島から～

入部自治会のやぐら

FAX
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　７月 14日、地域を守る交番を車にした「移動交
番車」が初めて小豆島に来島しました。
　移動交番車は、パトロールをはじめ各種届け出の
受理や防犯・交通安全に関する講話などを行います。
今回は、苗羽幼稚園での水難防止教室のほか、小豆
島町役場での交番開設や星城小学校での児童見守り
活動など、たくさんの方に親しんでもらうことがで
きました。
　今後も小豆郡内での活動を予定していますので、
詳しくは香川県警察ホームページをご覧ください。
また、移動交番車に関するご意見やご要望がありま
したら、小豆警察署地域課（☎ 82 − 0110）まで
ご連絡ください。

　8月 7日、小豆島町役場において、明治安田生命保険
相互会社高松支社小豆島営業所の髙橋悦子所長から「私
の地元応援募金」の目録が贈呈されました。
　「私の地元応援募金」は新型コロナウイルス感染症の
拡大により、地域社会全体に大きな影響が生じているこ
とを踏まえ、社会貢献活動の一環として、明治安田生命
グループの従業員の皆さんの募金と会社からの寄付を上
乗せし、ゆかりのある地元の団体等を支援するものです。
　いただいた寄付は、住民の皆さんが安心して暮らせる
まちづくりに活かしていきます。

　7月 31日、小豆島中学校の生徒会が、熊本県南
地方で甚大な被害が発生した豪雨災害の被災者を支
援しようと、生徒や先生、保護者に呼びかけ、集まっ
た義援金 34,446 円を小豆島町共同募金委員会の三
木功会長へ手渡しました。
　生徒会のメンバーは、昭和 49 年・51 年に小豆
島で大規模な災害が発生したことを知り、いつどこ
で発生するか分からない災害について、他人事とし
てとらえるのではなく、自分たちにできることはな

いかと考え、7月 28日から校内に募金箱を設置しました。
　集まった義援金は、香川県共同募金会を通じて熊本県へ送られ、被災者の支援に活用されます。

動交番車が初めて小豆島に
4月から移動交番車の運用を始めました

移

元の元気を取り戻す活動
明治安田生命「私の地元応援募金」目録贈呈式

地

人事としてとらえるのではなく自分
たちにできることを

小豆島中学校から熊本県南豪雨災害で被災された方に義援金を寄付

他

皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎82-7000

まちの話題については、小豆島町公式フェイスブックページ
　			（https://facebook.com/shodoshimacho）でも、随時情報を掲載しています。
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く
ら
し
の
情
報

9月
September

試
験
日
時　

　
10
月
22
日
㈭

　
10
時
～

試
験
場
所　

　
小
豆
島
准
看
護
学
院
２
階

試
験
科
目　

　
国
語
、
数
学
、
個
人
面
接

願
書
受
付
期
間　

　
10
月
5
日
㈪
～
9
日
㈮　
　

　
（
9
時
30
分
～
17
時
）

問
い
合
わ
せ
先　

　
小
豆
郡
医
師
会
立

　
小
豆
島
准
看
護
学
院

☎
・　
82
︱
０
４
９
８

　
英
語
で
道
案
内
や
観
光
案
内

な
ど
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た

い
方
を
対
象
に
英
会
話
教
室
を

実
施
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
初
級
者
の
方
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

水
曜
日
コ
ー
ス

10
月
7
日
㈬
～
令
和
3
年

3
月
3
日
㈬
ま
で
の
毎
月

第
1
水
曜
日　
16
時
～
17
時

　
オ
リ
ー
ブ
ナ
ビ
小
豆
島　

　
会
議
室

土
曜
日
コ
ー
ス

10
月
17
日
㈯
～
令
和
3
年

3
月
20
日
㈯
ま
で
の
毎
月

第
3
土
曜
日　
18
時
～
19
時

　
サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ　
会
議
室

講
師　

　
キ
ャ
ロ
ル
・
デ
イ
ビ
ッ
ト

　
（
国
際
英
語
指
導
資
格
保
持
）

参
加
費　

　
1
回
あ
た
り
５
０
０
円

定
員　

　
各
コ
ー
ス
12
人
程
度

受
講
条
件　

期
間
中
、
半
分
以
上
の
出

席
が
見
込
め
る
方

申
し
込
み
方
法　

9
月
14
日
㈪
よ
り
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な

お
、
各
コ
ー
ス
定
員
に
達

し
た
時
点
で
受
け
付
け
を

終
了
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
島
観
光
協
会

☎
82
︱
１
７
７
５

募
集
区
分

◦
自
衛
官
採
用
試
験

（
陸
・
海
・
空
）

①
自
衛
官
候
補
生

◦
学
生
採
用
試
験

②
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

③
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

（
医
学
科
・
看
護
学
科
）

応
募
資
格

①
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

②
③
高
校
を
卒
業
（
見
込
み
含

む
）
し
た
方
で
18
歳
以
上

21
歳
未
満
の
方

受
付
期
間

①
年
間
を
通
じ
て

②
10
月
22
日
㈭
ま
で

③
医
学
科

　
10
月
7
日
㈬
ま
で

　
看
護
学
科

　
10
月
1
日
㈭
ま
で

試
験
日

①
受
付
時
に
お
知
ら
せ

②
11
月
7
日
㈯
、
8
日
㈰

③
医
学
科

　
10
月
24
日
㈯
、
25
日
㈰

　
看
護
学
科

　
10
月
17
日
㈯

※
受
験
料
は
無
料
で
、
他
校
と

の
併
願
も
可
能
で
す
。

※
受
付
期
間
と
試
験
日
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
自
衛
隊
土
庄
分
駐
所

☎
62
︱
７
０
０
０

◦
自
衛
隊
香
川
地
方
協
力
本
部　

☎
０
８
７
︱
８
２
３
︱
９
２
０
６

募
集
区
分
・
人
員

　
小
豆
島
老
人
ホ
ー
ム

①
介
護
員
（
会
計
年
度
任
用
職	

　
員
）			　
　
　
　
3
人
程
度

②
調
理
員
（
会
計
年
度
任
用
職　

　
員
）　　
　
　
　
1
人
程
度

応
募
資
格

①
高
校
を
卒
業
し
た
方
（
専
門

の
資
格
は
必
要
な
し
）
ま

た
は
介
護
福
祉
士
の
資
格

を
有
す
る
方

　
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

す
る
方
ま
た
は
採
用
予
定

日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

方
①
②
共
通

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に

該
当
し
な
い
こ
と

申
込
書
類　

①
申
込
書
・
履
歴
書
（
指
定
の

　
も
の
）、
自
動
車
運
転
免
許

証
の
写
し
、
最
終
卒
業
学

校
の
卒
業
証
明
書
（
卒
業

証
書
の
写
し
可
）

　
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
有
す

る
方
は
登
録
証
の
写
し

②
申
込
書
・
履
歴
書
（
指
定
の

も
の
）

採
用
予
定
年
月
日　

　
随
時

試
験
日
時
・
場
所　

　
別
途
通
知

申
込
書
類
請
求
開
始
日

　
9
月
7
日
㈪

申
込
期
間　

　
9
月
7
日
㈪
～

　
（
9
時
～
17
時
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組　
　
　

　
合
事
務
局

☎
62
︱
６
５
６
５

募
集
人
員　
15
人

修
業
年
限　
2
年

受
験
資
格　

①
高
等
学
校
以
上
卒
業
者

②
中
学
校
卒
業
者

※
①
②
卒
業
見
込
み
を
含
む

募
集

R
ecru

itm
en
t
小
豆
島
准
看
護
学
院
学
生
募
集

自
衛
官
・
学
生
採
用
試
験

小
豆
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
職
員
募
集

「
小
豆
島
観
光
お
も
て
な
し

英
会
話
」
受
講
生
募
集

FAX
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～
島
の
生
活
か
ら
使
い
捨
て
社

会
を
考
え
る
～

日
時　
9
月
12
日
㈯

　
　
　
13
時
～
15
時

　
　
　
（
12
時
45
分
開
場
）

場
所　
土
庄
町
立
中
央
公
民
館

　
　
　
中
ホ
ー
ル

演
題　

未
来
の
た
め
に
知
っ

て
お
き
た
い
海
と
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
話

講
師　
原
田　
禎
夫	

先
生

　
（
大
阪
商
業
大
学
公
共
学
部　

　
准
教
授
）

※
講
演
後
、
行
政
・
中
間
処
理

業
者
に
よ
る
島
の
ご
み
の
現
状

報
告
と
質
疑
応
答
を
行
い
ま

す
。

入
場
料　
無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

◦
小
豆
島
環
境
と
く
ら
し
の
連　

　
絡
会

☎
62
︱
１
６
８
９

◦
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
瀬
戸
内
オ
リ
ー　

　
ブ
基
金

☎
68
︱
２
９
１
１

日
時　
9
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰　
　

場
所　
四
国
学
院
大
学

　
　
　
ノ
ト
ス
ス
タ
ジ
オ

内
容　
「
リ
フ
レ
イ
ン
」
の
手

法
で
注
目
を
集
め
る
、
マ
ー

ム
と
ジ
プ
シ
ー
主
宰	

藤
田

貴
大
氏
が
作
・
演
出
を
手

掛
け
た
作
品
で
す
。

※
詳
細
は
ノ
ト
ス
ス
タ
ジ
オ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
四
国
学
院
大
学
パ
ー
フ
ォ
ー

　
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
研
究
所

☎
０
８
７
７
︱
６
２
︱
２
３
２
４

　
「
昆
虫
す
ご
い
ぜ
！
～
小
豆

島
の
チ
ョ
ウ
～
」

日
時　
9
月
26
日
㈯

　
　
　
9
時
～
12
時

※
雨
天
中
止

場
所　
肥
土
山
農
村
歌
舞
伎

　
　
　
舞
台
周
辺

集
合
場
所　

　
大
鐸
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
（
旧
大
鐸
小
学
校
運
動
場
）

内
容　
「
秋
」
を
探
し
な
が
ら

親
子
で
散
策
し
ま
す
。
昆
虫

（
チ
ョ
ウ
）
を
採
取
、
観
察

し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

持
ち
物　

捕
虫
網
、
虫
か
ご
、

お
に
ぎ
り
、水
筒
、レ
ジ
ャ
ー

シ
ー
ト
な
ど

服
装　
長
そ
で
・
長
ズ
ボ
ン
、　

　
歩
き
や
す
い
靴
、
帽
子

定
員　
30
人
程
度(

先
着
順)

参
加
費　
　
　

◦
大
人　
　
　
　
　
２
０
０
円

◦
子
ど
も　
　
　
　
１
０
０
円

（
当
日
集
金
、
保
険
料
を
含
む
）

申
込
期
間　

　
9
月
7
日
㈪
～
25
日
㈮
17
時

※
一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま

す
。

※
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　

　
小
豆
島
自
然
観
察
会
事
務
局

　
（
土
庄
町
立
中
央
公
民
館
内
）　　
　
　
　
　
　
　

☎
62
︱
７
０
１
３

日
時　
9
月
9
日
㈬　
　

　
　
　
10
時
～
16
時

場
所　
小
豆
島
町
役
場
本
館

　
　
　
１
階　
打
合
室
１

相
談
内
容　

　
経
営
相
談
（
事
前
予
約
制
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
課　☎

82
︱
７
０
２
１

　
年
金
相
談
は
全
て
予
約
が
必

要
で
す
。
電
話
で
事
前
に
ご
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
・
予
約
先

◦
9
月
11
日
㈮　

　
10
時
～
15
時

　
小
豆
島
町
役
場
西
館
2
階

　
会
議
室
5　

　
高
松
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
７
︱
８
０
４
︱
０
５
０
８

◦
9
月
16
日
㈬

　
10
時
～
15
時

　
池
田
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階

　
保
健
指
導
室

◦
9
月
25
日
㈮

　
10
時
～
15
時

　
小
豆
島
町
役
場
西
館
2
階

　
会
議
室
5

　
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー　

　
高
松
（
オ
フ
ィ
ス
）

☎
０
８
７
︱
８
１
１
︱
６
０
２
０

※
9
月
16
日
㈬
、
25
日
㈮
の
年

金
相
談
は
、
年
金
事
務
所
と
同

様
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
、運
転
免
許
証
な
ど
、

本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
で
き

る
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
代

理
の
方
が
来
ら
れ
る
際
に
は
、

委
任
状
お
よ
び
依
頼
を
受
け
た

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
住
民
生
活
課　☎

82
︱
７
０
０
４

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー　

☎
75
︱
０
５
５
５

日
時　
9
月
25
日
㈮

　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

場
所　
小
豆
島
町
立
図
書
館

内
容　

◦
こ
こ
ろ
の
病
気
に
つ
い
て
の

知
識
・
情
報
の
提
供

◦
こ
こ
ろ
の
病
気
を
治
療
し
て

い
る
方
の
家
族
が
集
ま
っ

て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

※
予
約
制
の
た
め
、
電
話
で
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
総
合
事
務
所

　
保
健
福
祉
課☎

62
︱
１
３
７
３

相
談

A
d
v
ice

年

金

相

談

マ
ー
ム
と
ジ
プ
シ
ー
演
劇
公
演

家

族

相

談

秋
の
親
子
自
然
観
察
会

香
川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

小
豆
島
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
リ
ー
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
０
in
小
豆
島

お

知
ら
せ

I
n
fo
rm
a
tio
n
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９月　くらしのカレンダー
町内の
【７月】 発生状況

事故・火災・救急
1 月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 0 9 11
負 傷 者 0 8 11
死 亡 者 0 1 1
火　　災 0 2 1
救　　急 46 399 481

【譲ります】

ベビーカー
自転車　26インチ
チャイルドシート

無償
無償
無償

役場では品物をお預りしていません。
また、家電 4品目（テレビ・洗濯機・冷
蔵（凍）庫・エアコン）については、リ
サイクル情報への掲載はしていません。
ご了承ください。
ロッキングチェア、陶芸用ろくろ台、自
転車はリサイクルできました。
ご協力ありがとうございました。

※火災ゼロ157日継続中（７月31日現在）

お買い物は
地元商店を
使いましょう

リサイクル情報
（６～７月受付分）

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海・小豆島をはじめとした瀬戸
内の島々の魅力をお伝えしています。
　9月は、「三都半島アートプロジェクト2020」、「オリーブの実の
なる頃」、「オリーブ公園のオリーブ収穫」などの話題をお届けする
予定です。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、放送内容は変更になる場
合があります。

「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.
net/）では、小豆島のホットなニュースをお届けしていますので、ぜひご
一読ください。

FM香川　　周波数78.6MHz　　毎週火曜日 8：25〜8：30

納期月の末日が納期限です。
（土・日・祝・金融機関休業日と重なる場合はその翌営業日）

　　　　　　　　　納期限税　目 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月
町 県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期
固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期 ４期
軽 自 動 車 税 全期
国民健康保険税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期
後期高齢者医療保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期
介 護 保 険 料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期

今 月 の 納 税

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。住民生活課（☎ 82 − 7004）

　
３日 木 特設人権相談所　10：00～15：00　池田保健センター1階保健指導室

８日 火
心配ごと相談所　13：30～15：30　

小豆島町役場西館１階相談室３行政相談　　　　13：30～16：00

９日 水
よろず小豆島サテライト　10：00～16：00　小豆島町役場本館１階打合室１
知財総合支援窓口（要予約）11：00～15：30　小豆島町役場本館1階打合室2

11日 金
年金相談（要予約）10：00～15：00　小豆島町役場西館2階会議室5
健康相談　　　　13：30～14：30　城山会館

15日 火 健康相談　　　　10：00～11：00　当浜第二集会所
16日 水 年金相談（要予約）10：00～15：00　池田保健センター1階保健指導室
17日 木 食の教室Ｋ’ｓキッチン　 10：00～11：00　池田保健センター
23日 水 健康相談　　　　10：00～11：00　小豆島町役場西館1階保健センター

25日 金
年金相談（要予約）10：00～15：00　小豆島町役場西館2階会議室5
家族相談（要予約）14：00～15：30　小豆島町立図書館
申込先　小豆総合事務所　保健福祉課　☎62−1373

28日 月 健康相談　　　　10：00～11：00　吉田地区浜集会所

小豆島町は「平和の町小豆島町」を宣言しています

9月1日から10月31日は
秋の「緑の募金」月間です
　緑の募金は、植樹など国内
の森を元気にする「森づく
り」や森で子ど
もたちを育む
「人づくり」に
活用されていま
す。
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▽
他
人
事
と
し
て
と
ら
え

る
の
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
実
行
し
た
小
豆
島
中
学

校
の
義
援
金
活
動
。
現
地

に
行
く
こ
と
は
難
し
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

あとがき
　　　　（編集を終えて）

青
地　
哲
朗
・
彩

氏
名　
夫　
　
　
妻

池

田

地

区

　『 
よ
し
！
小
豆
島
に
行
こ
う
！ 

』
現
住
所
　
安
田

川か
わ
ぐ
ち口

　
講こ
う
い
ち一

さ
ん

　
2
年
半
前
、
あ
る
テ
レ
ビ
番

組
で
小
豆
島
が
特
集
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
と
て
も
興
味
深
い
内

容
で
、
ふ
と
行
っ
て
み
た
い
、

そ
う
感
じ
た
の
が
島
に
興
味
を

持
つ
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
私
は
音
楽
制
作
を
生
業
に
し

て
い
ま
す
が
、
人
生
も
半
分
が

過
ぎ
た
頃
、
都
会
で
の
生
活
に

窮
屈
さ
を
感
じ
始
め
ま
し
た
。

今
後
の
制
作
活
動
や
身
の
振
り

方
を
考
え
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
も
あ
り
、
一
度
観
光
が
て
ら

自
分
の
目
で
見
て
み
よ
う
！
そ

れ
が
島
に
導
か
れ
る
第
一
歩
に

な
ろ
う
と
は
、
そ
の
時
は
思
い

も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

小
豆
島
に
つ
い
て
調
べ
る

中
、
移
住
制
度
が
整
っ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
ま
た
先
輩
移
住

者
の
方
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ

ロ
グ
、
本
等
を
拝
見
し
、
自
分

の
仕
事
も
都
会
に
い
な
く
て
も

で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
む
し

ろ
移
住
し
て
も
っ
と
自
分
を
表

現
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
２
０
１
８
年
の
春
、
中
学
以

来
35
年
ぶ
り
に
小
豆
島
の
地
を

踏
み
ま
し
た
。
つ
い
に
や
っ
て

来
た
ん
だ
！
と
胸
弾
む
思
い
で

予
約
し
た
宿
泊
先
で
あ
る
黒
田

邸
に
荷
物
を
下
し
、
観
光
も
ほ

ど
ほ
ど
に
す
ぐ
物
件
探
し
を
始

め
ま
し
た
。
出
逢
う
地
元
の
方

は
皆
と
て
も
優
し
く
親
切
、
気

持
ち
に
余
裕
が
あ
り
人
間
味
に

溢
れ
て
い
て
、
も
は
や
ち
ょ
っ

と
行
っ
て
み
よ
う
、
ど
こ
ろ

か
、
本
気
で
移
住
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
自
分
に
気
付
き
ま

し
た
。
内
覧
を
経
て
、
現
在
の

家
に
決
ま
る
ま
で
に
た
っ
た
３

日
で
、
修
繕
箇
所
は
あ
る
も
の

の
、
入
っ
た
瞬
間
な
ぜ
か
家
に

温
か
く
迎
え
ら
れ
て
い
る
気
が

し
ま
し
た
。
帰
り
際
、
大
家
さ

ん
が
笑
顔
で
花
束
を
下
さ
り
、

そ
の
さ
り
気
な
い
心
遣
い
も
心

に
沁
み
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
時
間
を
つ
く
っ
て

会
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
移
住

者
の
方
か
ら
話
を
伺
い
、
移
住

の
方
々
の
意
識
の
高
さ
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
町
の
移
住
制

度
に
も
大
変
助
け
ら
れ
、
晴
れ

て
そ
の
年
の
６
月
の
終
り
に
移

住
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
リ
モ
ー
ト
で
音
楽
制

作
の
発
注
を
受
け
て
自
宅
で

作
業
を
す
る
毎
日
で
す
が
、
煮

詰
ま
っ
た
時
に
は
、
畑
仕
事
を

し
た
り
釣
り
に
行
っ
た
り
、
歩

い
て
宮
山
辺
り
を
散
策
し
た
り

と
オ
ン
オ
フ
の
切
替
が
す
ぐ
に

で
る
の
が
と
て
も
あ
り
が
た
い

環
境
だ
と
日
々
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　
地
元
で
音
楽
を
さ
れ
る
方
の

レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
自
ら
の
音

楽
活
動
な
ど
、
よ
う
や
く
自
分

ら
し
く
生
き
ら
れ
る
場
所
を
見

つ
け
た
今
、
さ
ら
に
音
楽
制
作

で
小
豆
島
に
貢
献
で
き
る
よ
う

頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
下
正
子

岡
本
和
美

空
田
伊
吉

髙
橋　
進

髙
道
一
郎

新　
敏
子

鹿
島
多
美
子

赤
岩
隆
子

山
本
美
津
子

福
島
善
直

森
口
哲
光

氏　
名

94 9010377 91 81 86 79 84 83 79 歳
小
谷
孝
美

中
嶋
四
三
子

利

一

顕

志

康

文

光

晴

ス
ガ
子

勝

美

喜
美
男

一

成

威
一
郎

届
出
人

〃
安

田

木

庄

片

城
〃〃〃

草
壁
本
町

神
懸
通

西

村

吉

野

地　
区

三
宅
繁　

西
本
研
一

津
々
朝
子

泉　
逸
子

谷
口　
稔

中
村　
榮

85 81 97 76 77 92
潤

一

和

子

隆

久

米

一

サ
カ
ヱ

好

伸

〃 〃 〃
福

田

田

浦

堀

越

７
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

【
お
め
で
た
】

【
ご
結
婚
】

【
お
く
や
み
】

人
動
の

き

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
け
出
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
広
報
誌
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

◎
出　
　
生　

（
１
人
）

◎
婚　
　
姻　

（
１
組
）

◎
死　
　
亡　

（
17
人
）

日
岡
陽ひ

ま
り愛

赤
ち
ゃ
ん

女 性
別

康

雄

届
出
人

神
懸
通

地　
区

人　口

男　性

女　性

世帯数

人

人

人

世帯

（ー10人）

（ー 5人）

（ー 5人）

（ー 3）

（８月１日現在（　）内は前月比）

13,669

6,458

7,211

6,251

企
画
・
編
集
/小
豆
島
町
企
画
財
政
課

〒
761-4492　

香
川
県
小
豆
郡
小
豆
島
町
片
城
甲
44-95

TEL（
0879）82-7000・

FA
X（
0879）82-7023

2020
年
９
月
１
日
発
行

H　
P　
　https://w

w
w
.tow

n.shodoshim
a.lg.jp/

E-m
ail　

olive-kikaku@
tow
n.shodoshim

a.lg.jp

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。


